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『薬害根絶デー』への出席のお願い 

 

大臣におかれましては、日々の文部科学行政へのご尽力に対し、敬意を表します。 

さて私達は毎年８月24日を「薬害根絶の日」と定め、多発している薬害の根絶を目指して、被害者

が一堂に会して行政との話し合いをすすめております。今年も下記の要項で「薬害根絶デー」の取り

組みを致します。ご多忙とは存じますが、ご出席いただいて御一緒にお考えいただければ幸いです。

 特に、午前中に予定されています「文部科学省交渉」は、毎年１回行われ今年で９回目になります。 

 その１回目では、担当官僚が「薬害」と「薬物乱用」を混同した回答に終始したことを受け、翌年

の２回目の交渉で、薬害に対する理解と認識不足への謝罪がなされるという状況でした。３回目の交

渉の後、2002年3月25日にヒト乾燥硬膜ライオデュラの移植によりクロイツフェルト・ヤコブ病に感染

した患者本人とその家族・遺族と厚生労働大臣及び被告企業らとの間で和解が成立しましたが、その

確認書の中で「我が国で医薬品等による悲惨な被害が多発していることを重視し、その発生を防止す

るため、医学、歯学、薬学、看護学部等の教育の中で過去の事件等を取り上げるなどして医薬品等の

安全性に対する関心が高められるよう努めるものとする」と約束されたにもかかわらず、同年８月の

４回目の交渉で、その和解確認書の内容自体を文部科学省が把握していなかったことが明らかになり、

翌年の５回目からようやくこの和解確認書に沿った取り組みが少しずつ始められつつある状況です。 

 そして、昨年８月24日の文部科学交渉では、当時の文部科学大臣にご出席いただき、私たち薬害被

害者と直接の面談をしていただきました。またその場で大臣は、今後も大臣が誰に替わろうとも、毎

年、大臣が参加し続けるよう申し送る旨の発言をして下さいました。 

 よって、何かとお忙しいことは承知の上ですが、繰り返されている薬害被害の根絶には、適切かつ

的確な文部科学行政が必要であることをご理解頂くために、ぜひ、「薬害根絶デー」（特に文部科学

省交渉）にご参加頂きますよう、お願い申し上げます。 
 

記 
 

  日  程    ２００７年８月２４日（金） 

 

  時  程    文部科学省交渉（文部科学省内）   １０：００～１１：３０ 

        リレートーク（厚生労働省前）    １１：４５～１２：５５ 

        碑の前行動（厚生労働省前庭碑の前） １３：００～１３：２０ 

       厚生労働省交渉（厚生労働省内）   １４：００～１６：００ 

 

全国薬害被害者団体連絡協議会            

財団法人 いしずえ（サリドマイド福祉センター） 

イレッサ薬害被害者の会             

ＭＭＲ（新３種混合ワクチン）被害児を救援する会 

財団法人 京都スモン基金            

大阪ＨＩＶ薬害訴訟原告団            

東京ＨＩＶ訴訟原告団              

薬害筋短縮症の会                

薬害肝炎全国原告団               

陣痛促進剤による被害を考える会         

スモンの会全国連絡協議会            

薬害ヤコブ病被害者・弁護団全国連絡会議     


